
 

  

文 教 厚 生 委 員 会 
 

令和 8 年 2 月 24 日（火） 

全 員 協 議 会 終 了 後 

    時  分～ 時  分 

第 2 委 員 会 室 

 

【委 員】足立委員長、遠藤副委員長、 

岡山委員、花田委員、森谷委員、串﨑委員、芦谷委員 

【執行部】 

〔健康福祉部〕久保健康福祉部長、中谷地域福祉課長 

〔市民生活部〕井上市民生活部長、小松環境課長 

〔教 育 部〕草刈教育部長、藤井教育総務課長 

〔上下水道部〕佐々木上下水道部長、右田水道管理課長 

【事務局】下間局長、村山書記 

 

議題 

1  所管事務調査事項について 

2  3 月 5 日（木）の委員会審査日程等について 

3  その他 

4  議会なんでもメールに寄せられた意見への対応について（委員間で協議） 

5  重要案件の意見交換会の案件見直しについて（委員間で協議） 

6  議会による事務事業評価の実施事業選出について（委員間で協議） 

7  地域井戸端会のテーマ設定について（委員間で協議） 

8  【取組課題】（委員間で協議） 

 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

3 月 5 日(木)10 時開催の文教厚生委員会における予定議題 
1  請願審査 

⑴ 請願第 77 号 令和 7年 12 月定例会議採択の文教厚生委員会所管請願に係る進捗状況報

告に関する請願について 

⑵ 請願第 78 号 教育・スポーツ施設の設置、改廃及び機能転用に関する適正な意思決定手

続の確保を求める請願について 

⑶ 請願第79号 浜田市スケート場再配置計画における事務手続きの不備解消及び市民との

対話再開を求める請願について 

⑷ 請願第 80 号 浜田市スケート場再配置計画における事務手続きの適正化及び「浜田市協

働のまちづくり条例」に基づく市民との直接対話の再開を求める請願について 

⑸ 請願第81号 訴訟の提起を理由とした市民への説明責任及び対話拒否の改善を求める請

願について 

2  陳情審査 

⑴ 陳情第 3号 日脚共同浄化槽の維持管理の陳情について 

3  議案第 3号 浜田市貸付金の返還債務の免除に関する条例の一部を改正する条例について 

4  議案第 4号 浜田市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例について 

5  議案第 5号 浜田市金城老人福祉センター条例を廃止する条例について 

6  議案第 6号 浜田市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

7   議案第 12 号 浜田市水道給水条例の一部を改正する条例について 

8   執行部報告事項 

9  所管事務調査 

10 その他 

11 【取組課題】（委員間で協議） 























 

令和 8 年 2 月 17 日  

 

 文教厚生委員長 足 立    豪 様 

 

浜田市議会議長 澁 谷 幹 雄 

 

 

ぎかいポスト等に寄せられた意見等への対応協議について 

 

ぎかいポストに寄せられた意見について、別添意見等一覧表を提供いたし

ます。 

お忙しいところ恐縮ですが、貴委員会にて議会としての対応をご協議いた

だき、協議経過及び結果を令和 8 年 3 月 6 日（金）12 時までにご報告くだ

さいますようよろしくお願いいたします。 

報告いただいた内容は、浜田市議会ホームページに掲載予定です。 

  



NO ぎかいポストに寄せられた意見 所管委員会等

1

ずっと前から子育てをしながら思っていたのですが、金城町付近にドラッグス
トアが1件欲しいです。市内にはあちこちドラッグストアがありますが、なかな
か小さな子供を連れてや、ちょっとした時にや、急な家族の体調不良の時など
に市内まで出るのも大変で、金城町付近に1件あればかなり助かります。オムツ
が無くなってしまった、ちょっと風邪薬や冷えピタが欲しい…などなど。雪が
降った時も市内まで行かずとも近くにあれば嬉しいです。お願いします。

文教厚生委員会
産業建設委員会
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重要案件の意見交換会の案件見直しについて 

1  見直しの理由について 

 議会基本条例第 22 条に、市政に関する重要な案件について議員及び市

民が自由に情報及び意見の交換を行うために重要案件の意見交換会の

開催が規定されている。 

 上記条例に基づき、重要案件の意見交換会実施要領で 12 項目の案件が

定められている。案件の見直しを毎年 3 月に行うことに伴う見直し。 

2  案件の追加及び削除の手続きについて 

 案件について、委員会等の申し出に基づき、議会運営委員会で協議の上、

追加及び削除を行う。 

3  見直しの流れについて 

(1) 議会運営委員会は、各委員会等へ案件提出依頼を行う。 

(2) 各委員会で案件を協議し、3 月 9 日までに議会運営委員会へ回答する。 

(3) 議会運営委員会は、3 月 17 日の議会運営委員会で、提出された案件

について協議する。 

(4) 議会運営委員会での協議結果を基に重要案件の意見交換会実施要領

の改正を行う。 

4  協議事項等 

□依頼先委員会（総務委員会、文教厚生委員会、産業建設委員会） 

□案件の提出件数（2～3 件） ※現在の案件の継続も可能 

□提出期限（3 月 9 日（月）） 

【参考 現在の案件】 

⑴ 歴史文化保存展示施設について ⑵ まちづくり施策について 

⑶ 公共交通について ⑷ スポーツ施設の在り方について 

⑸ 子育て支援について ⑹ 地域医療・介護の在り方及び健康寿命の延伸について 

⑺ 環境問題について ⑻ 障がい者支援について 

⑼ 農林業問題について（水稲生産関係） ⑽ 商業エリア活性化について 

⑾ 観光について  

 

※⑵、⑶…総務委員会提出案件 

⑴、⑷、⑸～⑻…文教厚生委員会提出案件 

⑼～⑾…産業建設委員会提出案件 



R6予算書

No 事業名 担当課 理由 ページ

209 介護人材確保・定着対策事業 健康医療対策課

・実態の正確な把握（ニーズに則した内容となっているか）　（三浦委員長）

・介護人材の不足による事業所や利用者への影響を伺っていることから、この事業による効果と課題について確認したい。（柳

楽委員）

・中山間地域の事業所は人材不足が深刻。予算現額も少ないが執行率が低い。どこの事業所も人材不足U・Iターン者に対する補

助率が少ないのでは。（上野委員）

・高齢化が加速する昨今、当市においても施設勤務、在宅支援に関する人材確保は急務。しかしながら、その確保は大幅に不足

している現実がある。そのための事業検証は重要。（川神委員）

90

210 在宅介護支援事業 健康医療対策課 ・訪問入浴介護事業補助金についての分析や条件不利地域への訪問介護サービスの実績など。（串﨑委員） 91

211 包括的支援事業 健康医療対策課
・R5年から直営に移行し、地域包括ケアシステムの構築が推進されたことによって地域の住みやすさに影響があったかどうかを

確認するため。（肥後副委員長）
91

270 地域医療連携事業 健康医療対策課

・医療センターと医師会の協働による地域医療システムの構築に関する進捗状況及び課題点の把握を行うため。

（肥後副委員長）

・医療関係者との意見交換や現地視察など行い、医師不足は県東部より石見部が深刻で、高齢者等が安心して日常生活を送るた

めには医師や看護職員は必要で大事なこと。少ない予算と感じる、浜田市地域に残らない、補助金が有効に活用されているの

か。まちづくりセンターと連携し地域の活動に加わってもらい魅力を知ってもらう。（上野委員）

・命を守るための地域医療体制の充実は避けて通れない。体制強化のための医療連携の推進は当市においては、不十分と言わざ

るを得ない。地域医療連携事業の在り方、事業効果の検証は重要。（川神委員）

111

280 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業 健康医療対策課 ・福祉環境委員会の重要案件事項のため。（布施委員） 114

281 浜田医療センター附属看護学校支援事業 健康医療対策課
・実態の正確な把握（ニーズに則した内容となっているか）　（三浦委員長）

・看護師の人材不足対策のため、この事業の研究が必要と感じる。（串﨑委員）
114

283 医師確保対策事業 健康医療対策課

・総合診療医の育成について、見直しが必要と感じる。（串﨑委員）

・医師確保を継続していく事業と考える。予算現額に対し執行率が低いが現状維持で継続すべき事業。視察で、浜田市出身の医

師が他の地域を希望している現状を知った。地元に帰りたいと思えるような仕組みづくりが必要。（上野委員）

・福祉環境委員会の重要案件事項のため。（布施委員）

・今までの医師確保対策では、事業効果は期待が薄い。診療科の偏在が叫ばれる中で、総合診療医の育成、確保も重要だがさら

に大胆な事業展開も必要。確保対策の抜本的な見直しも必要。（川神委員）

115

284 婦人科診療開設等支援事業 健康医療対策課
・山根病院三隅分院内に開設されたが、この開設による患者と医療センターへの効果と課題について確認したい。

（柳楽委員）
115

305 地域の再エネ導入支援事業 環境課

・実態の正確な把握（将来像へ繋がる内容となっているか）　（三浦委員長）

・再生可能エネルギーの導入は重要なことから、この事業がどれくらい活用推進に結びついているかや課題を確認したい。（柳

楽委員）

・福祉環境委員会の重要案件事項のため。（布施委員）

122

310 合併処理浄化槽設置助成事業 下水道課
生活排水対策のため合併浄化槽の普及が進められてきたが、人口減少と空き家問題が重なる中で、住宅団地等の老朽設備の維持

及び修繕費用を同時に支援する考えはないのか。（肥後副委員長）
123

事務事業評価候補案



テーマ案 

こどもの権利を基盤とした施策推進体制の構築について 

～ こどもの意見表明・参画を実効性あるものにするために ～ 

 

令和 5 年施行のこども基本法により、自治体は「こどもの意見を聴き、施策に反映させ

る責務」が明確化された。 

一方で、こどもが意見を言える「場」や、大人側の「聴く力・受け止める力」、意見を制

度にどうつなげるかについては、まだ十分整理されていない。 

浜田市においても、個別事業は存在するが全庁的な共通理念・仕組みとしては未整理で

ある。 

 

現状整理 

（1）制度面の現状 

国：こども基本法、こども家庭庁の創設 

市：子ども・子育て支援事業計画を策定中 

子どもの意見聴取や参画は、事業ごとに対応 

（2）実践面の現状 

意見を聞く取組はあるが、単発的、年代・属性が限定的、「聞きっぱなし」になりや

すい。 

職員・教職員間でも、こどもの権利に対する理解の濃淡がある。 

 

課題 

（1）こどもが安心して意見を言える「土壌」が十分でない 

 こども自身が「意見を言っていい存在だ」と実感しにくい 

 大人側も適切な聴き方・関わり方を体系的に学ぶ機会が少ない 

（2）こどもの権利に関する共通理解が不足 

 家庭・学校・地域・行政で「共通のものさし」がない 

 結果として、対応が属人的・場当たり的になりやすい 

（3）声を“制度につなぐ役割”が不在 

 本音を代弁・支援する存在がいない 

 学校や保護者から独立した立場の確保が難しい 

（4）庁内の推進体制が縦割り 

 担当課ごとに取組が分散 

 教育委員会・人権部門との連携が十分でない 

 


